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みや ばら 

六の 宫の 姫君の 父 は、 古い 宫 腹の 生れだった。 が、 

むかしかたぎ 

時勢に も 遅れ 勝ちな、 昔気質の 人だった から、 官も 

ひやう ぷ のたい ふ ちちはは 

兵 部大輔 より 昇らなかった。 姫君 はさう 云 ふ 父母と 一 
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しょに、 六の 宮 のほとりに ある、 木 高い 屋 形に 住まつ 

てゐ た。 六の 宫の 姫君と 云 ふの は、 その 土地の 名前に 

拠った のだった。 

ちょうあい 

父母 は 姫君 を 寵愛した。 しかし やはり 昔風に、 進 

ん では 誰に もめ あはせ なかった。 誰か 云 ひ 寄る 人が あ 

れ ばと、 心待ちに 待つ ばかりだった。 姫君 も 父母の 教 



或 時雨の 渡った 夜、 男 は 姫君と 酒 を 酌みながら、 丹 

波の 国に あつたと 云 ふ、 気味の 悪い 話 をした。 ^雲路 

へ 下る 旅人が 大 江山の 麓に 宿 を 借りた。 宿の 妻 は 丁度 

その 夜、 無事に 女の子 を 産み 落した。 すると 旅人 は 

生家の 中から、 何とも 知れぬ 大男が、 急ぎ足に 外へ 出 

て 来る の を 見た。 大男 は 唯 「年 は 八 歳、 命 は 自害」 と 

云 ひ 捨てた なり、 忽ち 何処かへ 消えて しまった。 旅 

人 は それから 九 年 目に、 今度 は 京へ 上る 途中、 同じ 家 

に 宿って 見た。 所が 実際 女の子 は、 八つの 年に 変死し 

てゐ た。 しかも 木から 落ちた 拍子に、 鎌 を 喉へ 突き 立 

てて ゐた。 —— 話 は 大体 かう 云 ふの だった。 姫君 は そ 



め 立てて 居る ので ございま すが、 …… 」 

ま へ 

姫君 は その 話 を 聞きながら、 六 年 以前の 事 を 思 ひ 出 

した。 六 年 以前に は、 いくら 泣いても、 泣き 足りない 

程 悲しかった。 が、 今 は 体 も 心 も 余りに それに は 疲れ 

てゐ た。 「唯 静かに 老い 朽ちたい。」 …… その外 は 何も 

考 へなかった。 姫君 は 話 を 聞き 終る と、 白い 月 を 眺め 

たなり、 懶 げに やつれた 顔 を 振った。 

「わたし はもう 何も 入らぬ。 生きよう とも 死なう とも 

一 っ事ぢ や。 …… 」 

氺氺 * 

丁度 これと同じ 時刻、 男 は 遠い 常 陸の 国の 屋 形に、 



男が 京へ 帰った の は、 丁度 九 年 目の 晩秋だった。 男 

うから 

と 常 陸の 妻の 族と、 II 彼等 は 京へ は ひる 途中、 日が 

あは づ 

らの 悪い の を 避ける 為に、 三 四日 粟津に 滞在した。 そ 

れ から 京へ は ひる 時 も、 昼の 人目に 立たない やうに、 

わざと 日の 暮を 選ぶ 事に した。 男 は 鄙に ゐる間 も、 二 

三度 京の 妻の もとへ、 懇 ろな 消息 を ことづけて やった _ 

が、 使が 帰らなかったり、 幸 ひ 帰って来 たと 思へば、 

姫君の 屋形 がわから なかったり、 一度 も 返事 は 手に入 

ら なかった。 それだけに 京へ は ひった となると、 恋し 

ひとし ほ 

さも 亦 一層だった。 男 は 妻の 父の 屋 形へ 無事に 妻 を 送 



にか かります ので、 手前 一人 京へ 上って 見ます と、 御 

覧の通 リ御屋 形 も 何もな くな つ て 居る ので ごさい ませ 

んか？ 姫君 も 何処へ いらっしゃった 事 やら、 II 実 

は 手前 もさき 頃から、 途方に 暮れて 居る ので ございま 

す。 殿 は 御存知 も ございま すまいが、 娘が 御 奉公 申し 

て 居った 間 も、 姫君のお 暮 しのお いた はし さは、 申し 

やう もない 位で ございました。 …… 」 

男 は 一部始終 を 聞いた 後、 この 腰の 曲った 尼に、 下 

の 衣 を 一 枚 脱いで 渡した。 それから 頭 を 垂れた 儘、 黙 

然と 草の 中 を 歩み 去った。 



「何も、 —— 何も 見え ませぬ。 暗い 中に 風ば かり、 I 

I 冷たい 風ば かり 吹いて 参ります る。 」 

男 や 乳母 は 涙 を 呑みながら、 口の 内に 弥陀 を 念じ 続 

けた。 法師 も 勿論 合掌した 儘、 姫君の 念仏 を扶 けて ゐ 

た。 さう 云 ふ 声の 雨に 交る 中に、 破れ 筵 を 敷いた 姫君 

は、 だんだん 死に顔に 変って 行った。 …… 

六 

それから 何日 か 後の 月夜、 姫君に 念仏 を 勧めた 法師 

は、 やはり 朱 雀 門の 前の 曲 殿に、 破れ 衣 の 膝 を 抱 へ て 



た。 

「内 記の 上人で は ございま せんか？ どうして 又 こ 

の やうな 所に —— 」 

よししげ やすたね 

在俗の 名 は 慶滋の 保 胤、 世に 内 記の 上人と 云 ふの は、 

空 也 上人の 弟子の 中に も、 やん 事ない 高徳の 沙門 だつ 

た。 

(大正 十 一 年 七月) 
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